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S08b 電波銀河ＮＧＣ３１５における中心核メガメーザー

三好　真（国立天文台・水沢）、中井直正、萩原喜昭、井上　允 (国立天文台野辺山)、Ｐ．ダ
イアモンド（ＮＲＡＯ)

　野辺山４５ｍ鏡を用いた系外水メーザ・サーベイによって、電波銀河ＮＧＣ３１５から水メーザーを検出し
たことは中井らによってすでに報告した（１９９６年秋年会）。今回、ＶＬＢＡ（VLBI　 Array） によるサブ
ミリ秒角精度でのイメージングに成功したので報告する。　４５ｍ鏡によるスペクトル観測では水メーザは銀河
本体の後退速度（４８５０ｋｍ／ｓ）とＨＩガスの見える速度（５３００ｋｍ／ｓ）の二カ所にピークをもつ。
つまり速度差は４５０ｋｍ／ｓであり、ピーク強度はともに３０ｍＪｙ程度である。　ＮＧＣ３１５は２２ＧＨ
ｚ帯で３００ｍＪｙレベルの連続波強度を持ち、今回のマッピングにおいてもピークで２４０ｍＪｙ／Ｂの強度
をもつ中心核とそこからＮＷ方向にのびるジェットを検出した。ジェットの方向はさらに大スケールで見える電
波ローブの方向と一致している。　水メーザのうち、銀河本体の後退速度成分は中心核上に存在し、ＨＩ速度成
分は中心核からジェット方向に垂直に１．５ミリ秒（ｍａｓ）、約０．４７３ｐｃ（距離６５Ｍｐｃ仮定）離れて
存在する。傾きなど無視して、単純に計算すると、中心質量は約２２００万太陽質量に相当する。　ＮＧＣ４２
５８の場合、回転ガス円盤を真横から見ているため、メーザ増幅の経路長が長くなり、強力なメーザ発振が起き
ていると考えることができた。ＮＧＣ３１５では、ジェットの様相を考慮すると、我々の視線はガス円盤もしく
はトーラスを上方から覗いているはずである。メーザ増幅路が短いにも関わらず、強いメーザー（４８０太陽光
度）が生じていることになる。
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